
Ver.28

NO エリア名 担当団体 プログラム名 参加単位 プログラム概要
所要
時間

担当責任者 安全担当

1 集 い 全 体 開会式及び閉会式 全体 式 典 15 仲田 始 山本 尚美

2 集 い 全 体
オープニングイベン

ト
全体

小学生及びガール
スカウトによる音楽

15
山本 尚美
佐藤 誠

鈴木久美子
渡辺ゆかり

3 集 い
共催団

体
君が主役だ！ 団体

「住吉青少年の
家」活動団体によ

る発表会
常時 小林 宏彰 鈴木 一暢

4 憩 い G S PRコーナー 個人 活動紹介 常時 小野 孝子 大庭 妙子

5 憩 い B S PRコーナー 個人 活動紹介 常時 濱田 薫 稲野 吉弘

5－1 憩 い GS・BS 憩いのエリアクイズ 個人 活動紹介 常時 菅沼とも子 中村美保子

6 憩 い G S 浜名湖の魚を知ろう 個人
浜名湖の魚を観察

する
常時 中村 芳正 古橋 昭治

7 憩 い G S メイポールダンス
チーム（8～

12名）
心を合わせリボン

を織み込み
常時 増田百合子 山下紀江子

8 憩 い G S キャップアート 個人
世界の子ども達にワク
チンを届けるためのPR

常時 菅沼美知子 仲秋ひろみ

9 憩 い G S ジャンボパズル チーム パズルに挑戦 随時 竹山 範子 片山ちえ子

10 体 験 消 防
消防車、はしご車、
スモーク体験

個人
起震車、はしご車等の体
験を通じて防災意識の向

上させる
随時 石原 勝 渋谷 茂光

11 体 験 子ども会 チャレンジコーナー 個人 ゲームに挑戦 随時 田中 勝敏 渡辺 雅和

12 体 験 B S ペットボトルロケット チーム
作成したﾍﾟｯﾄボト
ルロットを飛ばす

最大
80名

荻 茂隆 岡嵜 真一

13 体 験 B S ストラックアウト 個人
ボールを的に9つ

当てる
随時 荒川 将史 川瀬 泰隆

14 体 験 B S
大型工作物
（モンキーブリッジ）

個人
V字形のロープ橋

を渡る
随時

山屋 宏
植田 浩信

中野 良治
鈴木 広和

15 体 験 B S モデルサイト 個人
テント、立ちかまどな
どの野営物展示

常時 小坂 一夫 外山 吉保

16 体 験 B S
クライミング
（3箇所設置）

個人 クライミングの体験 随時
齋藤 晶子
髙井 勝弘

和田 正三
寺田 智成

17 体 験 B S ロデオ 個人
ロディオの疑似体

験する。
随時 伊熊 紀子 中島 実

18 体 験 B S カヌー模擬体験 個人 カヌー体験 随時 安藤 精彦 松田 怡男

19 体 験 B S
小動物ふれ合い

コーナー
個人

小動物を通じてい
たわりの心を養う

随時 大澤 晶 渡辺ゆかり

20 ふれあい 警 察
警察車輛の体験乗
車他

個人
警察車輛の乗車体験を通
じて防犯意識の向上へ繋

げる
随時 渋谷 茂光 石原 勝

21 ふれあい G S クラフト 個人 クラフト４種類 常時 曽布川幸代 渡辺 朋子

22 体 験 B S
日本にエール！！
～心をつなげ～

個人
フリーマーケットを開催
し収益金を義援金とし

て被災地に送る
常時 渡辺 ゆかり 吉田 真彩

＊詳しい内容につきましては、各団体活動計画書を参照して下さい。

市制100周年記念事業

100夢プロジェクト子どもフェスタ プログラム一覧表（案）



100夢プロジェクト子どもフェスタ プログラム配置図

エリア分

・集 い 野外ステージ

・ふれあい イベント会場

・体 験 中央芝生広場

・憩 い 体験学習館

集い

体験

憩い

ふれあい

スタッフ専用出入り口

会場 浜名湖ガーデンパーク

スタッフ専用出入口ゲート（イ
ンターホンにてイベント名を
説明する）



所 属 先 氏 名 緊急連絡先 備 考 占用面積 予 算

ボーイスカウト 近藤 孝 090-3252-0439 浜松東地区委員長

田中 勝敏 090-9023-1896 市子連会長

小林 宏彰 090-1985-4453

後藤 妙子 090-2343-0335 浜松市協議会長

近藤 孝 090-3252-0439 浜松東地区委員長

ボーイスカウト 佐藤 誠 090-7869-0830 浜松東地区団担当ｺﾐ

ボーイスカウト 西村 清矢 090-1625-6179 浜松地区委員長 39

集 い 共催団体 小林 宏彰 090-1985-4453

憩 い ガールスカウト 菅沼とも子 090-9909-1307 浜松市協議会役員

体 験 ボーイスカウト 岡田 浩一 090-8863-4820 浜北・天竜地区コミ

ふれあい ボーイスカウト 渋谷 茂光 090-7046-7657 浜松地区コミ

ボーイスカウト 仲田 始 090-2686-2296 浜松第12団 10,000

ボーイスカウト 佐藤 誠 090-7869-0830 浜松東地区団担当ｺﾐ 10,000

共催団体 小林 宏彰 090-1985-4453 20,000

ガールスカウト 小野 孝子 090-9026-6169 浜松市協議会役員 1,700

ボーイスカウト 濱田 薫 090-7022-6286 浜松地区役員 3,000

GS・BG共通 菅沼とも子 090-9909-1307 浜松市協議会役員 1,000

ガールスカウト 竹山 範子 090-8557-7917 静岡県第82団 14,300

ガールスカウト 曽布川幸代 090-8953-8254 静岡県第96団 80 13,300

子ども会 田中 勝敏 090-9023-1896 市子連会長 50 10,000

ボーイスカウト 荻 茂隆 090-3568-3539 浜松地区副コミ 45 20,000

ボーイスカウト 荒川 将史 090-8548-7860 浜松第19団 15 5,000

ボーイスカウト 渋谷 茂光 090-7046-7657 浜松地区コミ 30 9,000

ボーイスカウト 石原 勝 090-3481-5975 浜松地区副コミ 100 79,000

ボーイスカウト 山屋 宏 090-7436-3924 浜松第24団 78,000

ボーイスカウト 植田 浩信 090-1988-0834 天竜１団 28,000

ボーイスカウト 小坂 一夫 090-5637-5940 浜北１団 10,000

ボーイスカウト 齋藤 晶子 090-3938-5499 浜松地区副コミ 25,000

ボーイスカウト 髙井 勝弘 090-2575-0648 浜松第15団 15,000

ボーイスカウト 伊熊 紀子 090-7605-4748 浜松第22団 100 10,000

ボーイスカウト 安藤 精彦 080-3614-7254 浜松第21団 6 10,000

ガールスカウト 増田百合子 090-2189-2965 静岡県第26団 98 11,000

ガールスカウト 菅沼美知子 080-5119-4276 静岡県第12団 40 15,000

ガールスカウト 中村 芳治 090-9949-1209 浜松水辺を愛する会 展示ホール 30,000

ボーイスカウト 大澤 晶 090-1567-3817 浜松東地区コミ 100 70,000

ボーイスカウト 渡辺ゆかり 090-7032-1159 浜松東地区副コミ 15 3,840

50,000

合 計 778 552,140

作業内容 対応策 開催中止対応

エリア担当者に連絡 安全の確保

雨天対応

状況の把握 エリア内の安全確保 1．小雨決行

2．雨天ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとする

救急車の手配 救急体制

全体の把握 必要に応じて中断 地震時対応

関係機関との調整

1．施設のﾏﾆｭｱﾙに
従う

20

団
体
責
任
者

エ
リ
ア
担
当

2．上記は前日13:00
に決定

野外ｽﾃｰｼﾞ

研修室

展示ホール

40

プログラム総括担当

団体責任者及び実行委員長

プ
ロ
グ
ラ
ム

緊
急
連
絡
体
制

1．天候：警報発令時

プログラム安全担当

エリア担当

安全総括担当 3．上記は前日13:00
に決定する

小動物ふれ合いコーナー

フリーマーケット

各コーナー プラカード他紹介掲示板

事故発生

カヌー模擬体験

メイポールダンス

キャップアート

浜名湖の魚を知ろう

モデルサイト

クライミング（2箇所設置）

クライミング（1箇所設置）

ロデオ

警察車輛の体験乗車他

消防車、はしご車、スモーク体験

大型工作物（モンキーブリッジ）

大型工作物（モンキーブリッジ）

クラフト

チャレンジコーナー

ペットボトルロケット

ストラックアウト

PRコーナー

PRコーナー

憩いのエリアクイズ

パズル

安全管理総括

開会式及び閉会式

オープニングイベント

君が主役だ！

共催団体

ガールスカウト

ボーイスカウト

プログラム総括

プログラム担当者及び緊急連絡体制
名 称

実行委員長

子ども会



担当団体 B S

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 仲田 始
BS浜松地区
団担当コミ

安 全 担 当 山本 尚美 静岡県第24団

担 当 鈴木久美子 静岡県第12団

金 額

2,000

0

8,000

10,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

式次第、オープニングイベントは今後調整

会場入退場時の転倒等の怪我 誘導員を配置する 全員着席させる

合計

危険・問題点等 対策・対応等

来賓着用リボン BS静岡県連借用

音響施設、椅子、受付用テーブル 備え付けの物を使用

適 用 備 考

来賓飲み物等 ペットボトルお茶

090-7032-4430

090-8474-4399

(受付準備と式進行は事務支援担当と及びGSレンジャーで行う)

携 帯 電 話

090-2686-2296

BS,GA,子ども会関係者は荷物は別の場所に置いてくる。

消防音楽隊演奏 → 主催者挨拶 → 来賓紹介 → 来賓祝辞 → 開会宣言 →

オープニングイベント

来賓・スタッフ・参加者等全員(一般参加含む1000名規模)

特になし

10：00から10：30（オープニングイベント含む）

特になし

プログラム名称 開会式

受付・開場9時30分 開式10時

野外ステージ

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ開会式 プログラム計画書・1

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 佐藤 誠 浜松東地区

責 任 者 山本 尚美 静岡県第24団

安 全 担 当 渡辺ゆかり 浜松東地区

安 全 担 当 鈴木久美子 静岡県第12団

金 額

10,000

10,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

会場入退場時の転倒等の怪我 誘導員を配置する 全員着席させる

合計

危険・問題点等 対策・対応等

適 用 備 考

市内小学校生徒により演奏への謝礼

090-7032-4430

090-7032-1159

090-8474-4399

２．ガールスカウトによる歌唱 ７分（準備を含む）

携 帯 電 話

090-7869-0830

BS,GA,子ども会関係者は荷物は別の場所に置いてくる。

オープニングイベント

１．市内小学校生徒により演奏 ７分（準備を含む）

来賓・スタッフ・参加者等全員(一般参加含む1000名規模)

特になし

およそ10：15より10：30

特になし

プログラム名称 オープニングイベント

開会式終了後

野外ステージ

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ開会式 プログラム計画書・2

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 共催団体

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 小林 宏彰

安 全 担 当 鈴木 一暢 輪っ子の会

金 額

20,000

20,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

・ゴミは各自持ち帰り

合計

危険・問題点等 対策・対応等

適 用 備 考

出演者への謝礼

090-1419-5084

携 帯 電 話

090-1985-4453

10:30から14:00を30分間にて各団体のパフォーマンス発表

参加は約6から7団体

団体の方なら何方でもOK

特になし

１団体 30分

各団体で用意

プログラム名称 君が主役だ！

9:30から10:15

野外ステージ

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ開会式 プログラム計画書・3

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 濱田 薫 ＢＳ浜松

安 全 担 当 稲野 吉弘 ＢＳ浜松東

ク ラ フ ト 山田 守 ＢＳ浜北天竜

西村 清矢 ＢＳ浜松

憩いのエリア
総 合 受 付

ＢＳ2名、ＧＳ2名

ク ラ フ ト 2名

説 明 員 3名

金 額

3,000

その他添付書類

ＢＳ説明用マニュアル準備

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

備品：パネル掲示用１．３ｍ×５、コンパネ3枚組

スクリーン・プロジェクター・パソコン（ＤＶＤ付き）：ＢＳ浜松東地区 備品

長机（２（憩いのエリア総合受付）、２（ＢＳクラフト）） イス10脚

ハサミ使用の際の怪我 ハサミの使い方の注意、見守り。救急箱の用意

危険・問題点等 対策・対応等

展示パネル等の転倒による怪我 しっかり固定・支えをする。

研修室 3室(本部休憩・GSPR．C・BSPR．C) 下記合計

ガーデンパーク使用料 @40円*440㎡・展示ﾎｰﾙ
魚を知ろう・パズルはｺｰﾅｰにて計上

3,000

適 用 備 考

クラフト材料費

090-7616-3827

090-2574-7169

090-1625-6179

・ＢＳ相談コーナー

携 帯 電 話

090-7022-6286

・ＢＳ紹介（パネル展示・ビデオコーナー）

・クラフトコーナー（牛乳パック笛）

主対象：ボーイスカウト・ガールスカウトに参加していない小学生、左記以
外も可

無し

15分（ビデオをじっくり見れば45分）

筆記用具「憩いのエリアクイズ」回答用

プログラム名称 ボーイスカウトＰＲコーナー

１０：００～１５：００

体験学習館

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書･4

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ガールスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

そ の 他

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 小野 孝子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

安 全 担 当 大庭 妙子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

点 字 鈴木 美也子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ 他２名

担 当 松本 淑子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

憩いのエリア
総 合 受 付

２名 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

金 額

1,500

200

1,700

その他添付書類

備品：展示用パネル 1.3ｍ×５枚、長机７脚、椅子１５脚、ホワイトボード 1

ガールスカウトパンフレット・団連絡先一覧表

点字器

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

＊前日設営、ゴミ持ち帰り

展示パネル等の転倒による怪我 しっかり固定・支えをする。

合計

危険・問題点等 対策・対応等

リボン

適 用 備 考

点字用の紙

090-6590-7411

携 帯 電 話

090-9026-6169

080-1568-0246

ガールスカウト紹介 パネル展示コーナー

点字体験コーナー

主対象：ボーイスカウト・ガールスカウトに参加していない小学生、左記以
外も可

無し

１５分位

無し

プログラム名称 ガールスカウトＰＲコーナー

10時～１５時

体験学習館

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・5

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ＧＳ＆ＢＳ

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 菅沼 とも子 GS浜松

「憩い」受付 中村美保子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

「憩い」受付 山下 悦子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

「憩い」受付 竹田 みどり ＢＳ浜松12団

「憩い」受付 宮本 尚子 ＢＳ浜松14団

金 額

1,000

その他添付書類

回答用 筆記用具 記念品用レジ袋

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

備品：

長机（２（憩いのエリア総合受付）、イス４脚

危険・問題点等 対策・対応等

記念品 各種寄付にて対応

合計１，０００

適 用 備 考

クイズ印刷費

090-6761-0180

090-1479-5180

090-5856-0281

・参加者は 各コーナーを巡りながら 回答

・回答（一般参加者向けアンケート付き）回収し、記念品進呈

携 帯 電 話

090-9909-1307

・憩いのエリア 総合受付にて 「憩いのエリアクイズ回答用紙」を配布

・憩いのエリア 各コーナー付近に 「憩いのエリアクイズ回答（参考）」を貼っておく

主対象：ボーイスカウト・ガールスカウトに参加していない小学生、左記以
外も可

無し

30分

筆記用具「憩いのエリアクイズ」回答用

プログラム名称 憩いのエリアクイズ

１０：００～１５：００

体験学習館

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・5-1

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体
浜松水辺を愛する会

（GS）

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 中村 芳正 会長

安 全 担 当 古橋 昭治 会員

展 示 魚 収 集 後藤 昇司 会員

匂坂 三七十 会員

大崎 正則 会員

金 額

10,000

15,000

5,000

その他添付書類

備品：会議用長机 ８脚、椅子 ５～６脚

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

展示場所としては窓際の100㎡希望、100ボルトコンセット２箇所

危険・問題点等 対策・対応等

海水魚調達謝礼 下記合計

ガーデンパーク使用料 @40円*100㎡ 30,000

水槽等器材購入費

会員昼食代・交通費 15人

090-9920-9336

090-2576-0630

適 用 備 考

携 帯 電 話

090-9949-1209

090-3449-8990

090-2779-4878

浜名湖や周辺河川に生息する魚介類を（50から60種）を水槽にて展示して、来館者が身近な
水辺にいる生物について学習ための一環とする。

不特定

５時間

なし

プログラム名称 「ミニ水族館」 “浜名湖と周辺河川の魚たち”

１０：００～１５：００

憩いエリア（体験学習館内）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・6

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ガールスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 増田 百合子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

安 全 担 当 山下 紀江子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

指 導 担 当 伊藤 みゆき ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

他9名

金 額

10,000

1,000

11,000

その他添付書類

※ 設営は当日

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

順番待ち時の体制

※ ごみは特になし

一回体験する時間は限られているので待つ人数の調整制
限

ポール転倒防止 風を防ぐ場所の確保、ポールに大人2名以上配置

テープを強く引かない 体験前に指導する

合計

危険・問題点等 対策・対応等

ポール、飾り等材料費 ＠2000円*2面、衣装借用料

CDカセット用電池

適 用 備 考

ガーデンパーク使用料 @40円*49㎡*２面

592-2560

090-8473-6432

指導者のもと、音楽の合わせダンスをしながらリボン織みを体験する。

携 帯 電 話

090-2189-2965

希望者には、かわいいスカート、タイの衣装があります。

８名～12名のチームがリズムにのって、心を合わせリボンを織み込みを完成させる。

会場２箇所にそれぞれリボン付ポール（2m、4m）１本たてる。

幼稚園児～中学生 指導者に従う

一人で行う事が出来る事

１０：００～１４：００ （途中に休憩を挟む）

なし

プログラム名称 メイポール ダンス

１０時

憩いエリア（体験学習館前芝生） （雨天）体験学習館展示ホール

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・7

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ガールスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 菅沼 美知子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

安 全 担 当 仲秋 ひろみ ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

担 当 池谷 とし子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

担 当 安藤 恵美子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

他1３名

金 額

10,000

5,000

15,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

※ ごみは持ち帰り

※ 設営は当日

風によるキャップの散乱 ペットボトルに回収して、ベニアの棚を作る

ベニアの倒壊 棚の下に重しを置く（ペグにて固定）

合計

危険・問題点等 対策・対応等

ベニア板

幅広セロテープ、両面テープ、ガムテープ

適 用 備 考

ガーデンパーク使用料 ＠40円*49㎡

090-5458-7733

090-3851-0757

090-9124-9479

携 帯 電 話

080-5119-4276

広告チラシにキャップの回収を依頼

ペットボトルキャップ回収、世界の子ども達にワクチンを届けるためのPR、キャップ文字・絵アート等

一般

４時間

ペットボトルキャップ、２Lペットボトル容器、ベニア、テープ類

プログラム名称 キャップアートコーナー

１０：３０～１４：３０

憩いエリア（体験学習館前芝生） （雨天）体験学習館前窓側

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・8

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ガールスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 竹山 範子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

安 全 担 当 片山 ちえ子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

他5名

金 額

9,500

2,000

2,800

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

※ ごみは特になし

※ 設営は当日

コーナー整理係

パズルの持ち運び 担当者がよく見る

他人当たらない様に パズル１枚に付き１名の担当者

ガーデンパーク使用料 @40円*30㎡*2箇所 14,300

危険・問題点等 対策・対応等

ハケ

ベニア 下記合計

適 用 備 考

ペンキ

090-9029-7413

携 帯 電 話

090-8557-7917

パズル ５枚用意

１枚を１グループで完成させる。

幼稚園児・小学生

５から７名位を１グループとして参加

１０から１５分

なし

プログラム名称 ジャンボパズル

１０：００～１５：００

憩いエリア（体験学習館内・階段付近）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・9

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ＢＳ浜松地区

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 石原 勝 BS副ｺﾐｯｼｮﾅｰ

安 全 担 当 渋谷 茂光 BSｺﾐｯｼｮﾅｰ

金 額

5,250

40,000

33,750

合計 79,000

その他添付書類

アンプ、マイク、スピーカー、電工ドラムを借りてほしい。（依頼済）

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

常時受入れるか？時間を限定するか？等、消防署との打合せ必要。（消防で対応）

緊急時、消防署の方々の出動を考慮し交通整理等の体制検討が必要。(出入り口を確保）

音楽隊用の椅子を貸して欲しいと言う依頼があります。(折り畳み用椅子35個）（依頼済）

危険・問題点等 対策・対応等

各種体験時の事故 消防署員の指示に従わせる。（BS指導者補助）

音楽隊員のお弁当(35人分)＋10名＝45名 （＠750）

ガーデンパーク使用料 ＠40円×100㎡

ｽﾓｰｸ体験薬剤費 ｽﾓｰｸ薬剤

楽器運送費 うなぎ祭りの主催者と費用を折半する

090-7046-7657

適 用 備 考

携 帯 電 話

080-1564-1361

消防車、はしご車、スモーク体験、応急救護体験等を通じ防災意識を向上させ

万一の被災に備える。

全般

消防署員の指示に従う。

10:00から14:00（途中に休憩を挟む）

ハンカチ、タオル等。

プログラム名称 消防車、はしご車、スモーク体験

１０時

体験会場（東側通路）、（雨天時： ）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・10

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 子ども会

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 田中 勝敏 市子連会長

安 全 担 当 渡辺 雅和 浜松支部長

金 額

5,000

5,000

10,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

・当日設営

・ゴミは各自持ち帰り

・当日コーナー担当者 20名

擦り傷 救急箱を用意

合計

危険・問題点等 対策・対応等

車代、謝礼

適 用 備 考

カード用紙、キャタピラーダンボール

090-2266-3471

・キャタピラーころがし

・わりばしダーツ

携 帯 電 話

090-9023-1896

・的当ドッチビー

・サイコロ①出し

幼児から大人

特になし

10:30から15:00

特になし

プログラム名称 チャレンジコーナー

10:30から15:00

体験エリア

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ開会式 プログラム計画書・11

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 荻 茂隆 地区副コミ 053-592-3248

安 全 担 当 岡嵜 真一

金 額

15,000

5,000

20,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

ゴミとして、ペットボトル(５００ｍｌ)２００本、ビニールテープ、牛乳パック(百枚)

プログラムの性格上広範囲な場所を占有するため、他の部署

戸の調整が必要になる。

ペットボルロケットの飛距離 飛距離を抑えるため水等の量を加減する。

着地地点の設定・管理 人の立ち入り等を考慮し安全担当スタッフを配置する。

計

危険・問題点等 対策・対応等

ビニールテープ、ハサミ、カッターナイフ

ガーデンパーク使用料 ４０円×４５㎡ マーキーテント設営

適 用 備 考

ペットボトル噴射口 ５００円×３０セット

090-6075-8773

グループの協力と達成感を共有する。

製作はマーキーテントを設営しその中で行う。

携 帯 電 話

090-3568-3539

発射台数、材料の準備等を考慮し午前午後各３０チームとする

ペツトボトルロケットを書くチームで製作しそれを飛ばす。

飛距離を競うものではなく、グループで協力してペットボトルロケットを製作しそれを飛ばすことにより

小学生３年生以上・中学生３～４名のグループ

刃物等を使用するので小学生は成人が付き添い支援をする

製作から発射回収まで１グルーブ１時間とし、午前午後とも受付時間より１時間３０分とする

参加者は無し

プログラム名称 ペットボトルロケット

午前１０時 及び 午後１時とする

中央芝生広場、（雨天時： 小雨決行 ）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書･12

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 荒川 将史 浜松第19団

安 全 担 当 川瀬 泰隆 引佐第2団 053-542-2885

金 額

5,000

5,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

ゴミは特に無し

順番待ちの整理 ボールを投げる位置と順番待ちの位置はきちんと設定し投

位置に近付けないよう人員の配置をする。

計

危険・問題点等 対策・対応等

ガーデンパーク使用料 ４０円×１５㎡

適 用 備 考

ボール購入費 予備のボールも含む

090-2265-6531

に合わせて距離を設定する。

携 帯 電 話

090-8548-7860

９つの的にむけボールを投げる的当てゲーム、ボールは１人１２個。

マーキーテントを設営し的はその中に設置する、ボールを投げる位置は参加者の年齢・性別・

幼・保育園児、小・中学生

ボールを投げて的まで届くこと

午前１０時から午後３時までの５時間(途中１時間の昼食休憩を含む)

参加者は無し

プログラム名称 ストラックアウト

午前１０時より随時

中央芝生広場、（雨天時： 中止 ）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・13

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 山屋 宏 浜松東地区

安 全 担 当 中野 良治 浜松東地区

別参加者名簿参照 計18名

金 額

50,000

28,000

78,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

①杭が打てない為トラックに固定
し実施せざるを得ない（実
績？）。②モンキーブリッジ製作
経験が少ない。③子供の落下など
安全確保が必要④見学者のブリッ
ジへの侵入

①②事前に、本番と同じトラックを使ったモンキーブ
リッジを製作し、製作訓練をすると共に強度を確認し、
渡すこどもの数などシミュレーションを行う。輪止めの
確保。③安全ロープを張り、一人ひとりに安全帯を装着
させる。渡る子供1名に監視1名を付け降りるまで付き添
う。④周囲に侵入禁止のロープを張り、入口以外の侵入
を防止する。

資材リスト一覧

脚立、荷締め機の借用が可能であれば予算削減可能

計

危険・問題点等 対策・対応等

資材運搬、固定用トラックレンタル（2日分） 試作日レンタルは含まず

占有面積 50ｍｘ6ｍ

適 用 備 考

結索ロープ等消耗品、安全確保用コーン、ロープ他

090-8671-6181

簡単なロープの持ち方、わたり方の説明を聞いた後、張られたロープを渡す。安全確保の為、

と共に子供一人一人に各担当者を付け、登ってから降りるまで安全を確保する。

携 帯 電 話

090-7436-3924

11月5日（土）13:00よりモンキーブリッジ製作し準備する。

浜松東、浜北、天竜地区合同でモンキーブリッジ製作を実施する。３０ｍのブリッジを製作する

杭打ち禁止の為両端にトラックを配置し、強度を確保する方式とする。子供には案内で整列させ

幼稚園年中～小学6年生

運動靴、運動の出来る服装

10：00から15：00（途中に休憩を挟む）

特になし

プログラム名称 モンキーブリッジ

10時より随時

中央芝生広場、（雨天時： 中止 ）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書･14-1

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏名 団体役務 備 考

責 任 者 植田 浩信 浜北･天竜地区

安 全 担 当 鈴木 広和 浜北･天竜地区

金 額

7,000

1,000

20,000

28,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

杭が打てない為トラックに固定し
実施せざるを得ない（実績？）。
モンキーブリッジ製作経験が少な
い。

事前に、本番と同じトラックを使ったモンキーブリッジ
を製作し、製作訓練をすると共に強度を確認し、渡すこ
どもの数などシミュレーションを行う。

計

危険・問題点等 対策・対応等

説明用コンパネ

資材運搬費 10,000円×２ 運搬車レンタル

適 用 備 考

結索ロープ等消耗品

携帯電話

参加リーダーは皮手袋着用が望ましい

簡単なロープの持ち方、わたり方の説明を聞いた後、張られたロープを渡る。

各担当者はモンキーブリッジの両側に配置し、安全を確保。

幼稚園年中～小学6年生

運動靴、運動の出来る服装

10：00から15：00（途中に休憩を挟む）

特になし

プログラム名称 モンキーブリッジ

10時より随時

中央芝生広場、（雨天時： 中止 ）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書･14-2

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ浜松地区

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 齊藤 晶子 12団BS隊長

安 全 担 当 和田 正三 12団BS副長

永瀬 稔也 7団BS隊長

倉島香代子 7団BS副長

金 額

20,000円

その他添付書類

１１月６日（日） ７時～設営

マット→高跳びのマットはないか？学校、体育館に聞く

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

・無理をさせない ・マットを敷く

９月２３日（木）８：００～ ボード試作 於：１２団団倉庫前 現地下見実施

転落時のケガ ・予め身体の簡単ストレッチ

・手掛りが緩まないようにチェック、ボルトを締める

設営、撤営時の怪我 ・事前に地区リーダ―間で設営予行を行い、設営撤営の

手順を確認する⇒９月２３日実施

危険・問題点等 対策・対応等

マットレンタル料 調整中

適 用 備 考

資材運搬費 10,000円×２ 運搬車レンタル

090-8862-3599

090-1568-7983

090-6645-0122

７団ボード（4ｍ×3ｍ）：手、足掛かりを使って上に登っていく

各ボードに受付１名、スタート位置１名、ボード安全確認者２名 計４名配置

携 帯 電 話

090-3938-5499

スタート地点にブルーシートを敷く

クライミングボード２箇所設置 （ボード所有団 浜松７団､１２団）

１２団ボード（6ｍ×2.5ｍ）：手、足掛かりを使って横移動する

身長１００ｃｍ以上（大人は混み具合を見て参加、子供優先）

動き易い服装（ズボン）、はだしになる、障がい者には付き添いが必要

一人当たり３分～５分 先行者が終盤になってからスタートする

特になし

プログラム名称 フリークライミング

10:00～14:00

中央芝生広場

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・16-1

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 高井 勝弘 副団委員長

安 全 担 当 寺田 智成 ＢＳ隊隊長

金 額

10,000

5,000

15,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

ゴール時の落下 飛び降りないように注意する。ゴールが動かないように支える。

ボード途中での立ち往生 年令別の対応、低学年以下は背中を支え補助・以上は本人に継続か否か確認

ボード途中での落下 ボード支柱に降りないように誘導、ねんざ打撲は応急処置、頭部は病院へ

搬入、設営時の転落・打撲・ねんざ・怪我設営時のKYT、足下確認、声かけの励行、固定の二人作業

スタート時の落下 スタート台にきちんと立たせる

合計

危険・問題点等 対策・対応等

マットレンタル料

適 用 備 考

※資材運搬費用（ガソリン代実費）

080-5120-8453

スタッフはスタート地点・ゴール地点・付き添い最低２名以上の計４名以上で運営する

体重を支える可能性があるので、スタッフは体力に自信のある人が運営する

携 帯 電 話

090-2575-0648

対象年齢以外の人とのトラブル

２歳以下：保護者が付き添い安全が確保できる場合はＯＫ

設置されたクライミングボードをつたわってゴールする

非健常者には、係員が付き添って参加させる

３歳～２０歳（２１歳以上は混んでいなければ自己責任にて参加可）

身体の確認（障害の有無・服装の適正）、未就学児童は保護者の承認

一人当たり約３分（先行者が終盤になってからスタートさせる）

特になし

プログラム名称 フリークライミング イベント

１０時

中央芝生広場、（雨天時： 中止 ）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・16-2

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 伊熊 紀子 浜松東地区 浜松22団

安 全 担 当 中島 実 浜松東地区 浜松22団

担 当 鈴木 美雪 浜松東地区 浜松22団

金 額

10,000

10,000

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

一回体験する時間は限られているので待つ人数は制限させ
長時間待たせない様に指導する。（座らせて待たせる）

前日に機材運搬、８～１０名で組立。
時間、役割（運搬、組立）詳細未定。
解体も同様。

順番待ち時の体制

無し

活動によるけが 体験前に係員の指導を受け従う

服装 靴（サンダル等見て判断）、ズボン（スカート等禁止）

合計

危険・問題点等 対策・対応等

体育用マット ６ｍ×６ｍ×２箇所分 他のコーナーと同時手配

願います

適 用 備 考

ガーデンパーク使用料 ＠40円*100㎡

090-9912-5435

090-3093-5160

体験を通して人との触れ合いやルールを学び（順番待ちなど）、勇気を試して楽しむ。

携 帯 電 話

090-7605-4748

体験に必要な機材は浜松東地区が準備する。

ロディオを体験する。

本物では無いために疑似体験となる。

小学生以下（但し幼稚園年中以下は除く）

体験後は衛生管理上手洗いは自分で行う事ができる。

10：00から15：00（途中に休憩を挟む）

スポーツが出来る服装で参加すること。（スカート等禁止）

プログラム名称 ロディオ体験コーナー

10時より随時

中央芝生広場（雨天時：イベント広場）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・17

期 日 平成23年11月 6日（日）





担当団体 ボーイスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 安藤 精彦 BS隊長

安 全 担 当 松田 怡男 団委員長

指 導 員 土井 庸一 副団委員長

指 導 員 鈴木 伸男 野営行事

金 額

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

カヌー２艇とパドル４本、救命胴衣４着、ヘルメット４個、カヌー台２個

搬入・搬出は２１団で手配します。

ビールケース６個

パドル振り回しによる怪我 安全間隔を維持したパドル操作訓練を行う

ガーデンパーク使用料 @40円*18㎡ 0

危険・問題点等 対策・対応等

下記合計

適 用 備 考

資材運搬費

090-2189-8974

③乗船・下船の方法練習：2分

④模擬漕艇練習：2分

携 帯 電 話

080-3614-7254

①カヌーの特徴説明：2分（入替時間含む）

②パドルの持ち方と漕ぎ方練習：2分

小学生～中学生（幼稚園生は保護者同伴に限り可）

カヌーに興味があり、指導員の指示に従うこと

1名 ８分

なし

プログラム名称 カヌー模擬体験

10時～15時（12時～13時は休憩）

中央芝生広場（雨天時：イベント広場）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・18

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ＢＳ浜松地区

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 渋谷 茂光 BSｺﾐｯｼｮﾅｰ

安 全 担 当 石原 勝 BS副ｺﾐｯｼｮﾅｰ

金 額

9,000

9,000

その他添付書類

ﾏｰｷｰﾃﾝﾄ、長机(３)、椅子（１２）：交通安全教室用。

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

常時受入れるか？時間を限定するか？等、警察署との打合せ必要。

緊急時、警察署の方々の出動を考慮し交通整理等の体制検討が必要。

シートベルトコンビンサーは５分で４人ずつ程度？ ★電源近くが良い。

（静岡県警部補：太田正希）

053-475-0110（内線412）

各種体験時の事故 警察署員の指示に従わせる。（BS指導者補助）

窓口（静岡県浜松中央警察署交通第一課）

合計

危険・問題点等 対策・対応等

ガーデンパーク使用料 @40円×30m2

適 用 備 考

警察署員(JAF含む)の昼食代 750円×12名

080-1564-1361

シートベルトコンビンサーによる衝突体験。（JAF担当）

交通安全教室。（交通安全協会担当）

携 帯 電 話

090-7046-7657

警察車輌の乗車体験等を通じ参加者の防犯意識の向上へ繋げる

パトカー等の展示。（中央警察署担当）

全般

警察署員の指示に従う。

10:00から14:00（途中に休憩を挟む）

プログラム名称 警察車輌の体験乗車他

１０時

体験会場（東側通路）、（雨天時： ）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・20

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ガールスカウト

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

責 任 者 曽布川 幸代 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

安 全 担 当 渡辺 朋子 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ

他12名

金 額

13,300

13,300

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

＊ゴミは持ち帰り

＊当日設営

ハサミ使用の際のけが 救急箱の用意

衛生管理 ぬれタオルの用意（または手洗いしてもらう）

合計

危険・問題点等 対策・対応等

クラフト材料費 ポスカ、毛糸、タコ糸、

シール

適 用 備 考

ガーデンパーク使用料@４０円×８０㎡

090-6085-7860

・ ほうきストラップ

・ オリジナルポット

携 帯 電 話

090-8953-8254

・ 石っころアート

・ 家康くんカブト

小学生以下

特になし

１０：００～１５：００（材料がなくなり次第終了するパートあり）

特になし

プログラム名称 クラフトコーナー

１０時

ふれあいエリア（イベント会場）

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・21

期 日 平成23年11月 6日（日）



担当団体 ボーイスカウト浜松東地区

受 付 時 間

受 付 場 所

参 加 対 象

参 加 条 件

所要時間概算

持 ち 物

役 目 氏 名 団 体 役 務 備 考

総 責 任 者 渡辺 ゆかり
VS担当コミッ

ショナー
プログラム責任

者 杉本 就平 地区議長 未成人

安 全 担 当 吉田 真彩 地区副議長 未成人

金 額

840

3000

3,840

その他添付書類

参
加
要
項

活
動
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

費
用
概
算

安
全
対
策

備
考

そ の 他

なし

収益を被災地に義援金として送るので、できるだけ多くの方に来店してもらえるよう宣伝等を

お願いしたいです。

商品・収益の盗難 監視の徹底（監視者を必ず置く）

合計

危険・問題点等 対策・対応等

振り込み手数料

消耗品

適 用 備 考

地代15㎡×40円/㎡

080-1623-6156

携 帯 電 話

090-7032-1159

フリーマーケットを開催し、収益を義援金として被災地へ送る。

グッズに関しては、地区大会等で事前に収集する。

BS、GS関係者、その他一般の人

特になし

なし

なし

プログラム名称 日本にエール！！～心をつなげ～

10:00～15:00

「体験」の広場にてテントを張りフリーマーケットを開催する

市制100周年記念事業

100夢プロジェクトこどもフェスタ プログラム計画書・22

期 日 平成23年11月 6日（日）



浜松東地区


